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２００５（ｈ１７）年度成果２００５（ｈ１７）年度成果

• 現地調査
• バンコク現地調査（2006年９月）

– TMDでの絶対重力測定
– 関係機関との打ち合わせ
– 選点は現地資料に基づいて行うこととした

• インドネシア
– BAKOSURTANAL担当者と打ち合わせ

• 重力時間変化に加え、重力サーベイも行う
• 現地機関との協力

• 衛星データ処理
• GRACEデータの解析

2006/02/01 RIHN 
group leader meeting



2006/02/01 RIHN 
group leader meeting



2006/02/01 RIHN 
group leader meeting



GRACEデータの解析
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２００６（ｈ１８）度研究計画２００６（ｈ１８）度研究計画

• 国外フィールド調査
– ジャカルタ

• 早い時期の現地下見、打合せ（他グループと共同）
• ７～9月頃、選点、テスト観測（～10日）

– バンコク
• 2007年2～3月に選点、テスト観測（～10日）

• ポータブル絶対重力計
– 2007年度の早期導入のため事務手続き

• 衛星データ処理
– 継続実施
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年次計画年次計画
H17
2005

H18
2006

H19
2007

H20
2008

H21
2009

H22
2010

バンコク 9月

FG5,

測定点決定

２－３月

相対測定、

ＧＰＳ

２－３月,

相対測定、

ＧＰＳ

２－３月

A10、相対測
定、ＧＰＳ

２－３月

A10、相対測
定、ＧＰＳ

２－３月 ？

A10、相対測
定、ＧＰＳ

ジャカルタ 12月

FG5

８－９月
測定点調査

８－９月

A10、相対測
定、ＧＰＳ

８－９月

相対測定、

ＧＰＳ、ＳＧ？

８－９月
A10、相対測
定、ＧＰＳ

その他

国 外

？

相対測定、

ＧＰＳのみ

？

相対測定、

ＧＰＳのみ

？

相対測定、

ＧＰＳのみ

国 内 大阪？ 大阪？

九重

大阪？

九重

大阪？

九重

衛 星

データ解析

備 考
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